
市議会全員協議会（報告事項）

【令和５年４⽉20⽇】

三重県水道広域化推進プランについて

桑名市上下水道部
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第１章 はじめに

１ 水道広域化推進プラン策定の背景及び目的
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第１章 はじめに

２ 計画期間
令和５年度から令和14年度までの10年間
プランの計画期間内であっても、各市町の水道事業者
の広域化の進捗により⾒直しが必要となる場合は、改
定を⾏う。

３ 協議体制
市町および県を構成員とする「三重県水道事業基盤強化
協議会」を設置し、基盤強化につながる広域化について
検討・協議を⾏う。
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第１章 はじめに

４ 本県水道の概況

上水道事業 ：給水人口5,001 人以上のもの
簡易水道事業 ：給水人口5,000 人以下のもの

上水道事業 29
簡易水道事業 25

・松阪市１
・尾鷲市８
・熊野市16

地域と事業者数

北勢 844,883 844,531 100.0
中南勢 482,944 480,096 99.4

伊勢志摩 232,941 231,693 99.5
伊賀 166,512 165,811 99.6

東紀州 67,388 66,411 98.6
合計 1,794,668 1,788,542 99.7

給水人口(人)地域
行政区域内

人口(人)
普及率

(%)

給水人口と水道普及率
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１ 現状
（１）自然・社会的条件に関すること
（２）水道事業サービスの質に関すること
（３）施設等の状況に関すること
（４）経営体制に関すること
２ 将来⾒通し
（１）給水人口および水需要
（２）給水収益
（３）更新費⽤
（４）給水原価
３ 課題
（１）料⾦収⼊の減少
（２）更新費⽤の増加
（３）継続的な技術⼒の確保
（４）災害等の危機管理対応⼒の向上

第２章 現状、将来⾒通しおよび課題
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１ 現状
（１）自然・社会的条件に関すること

第２章 現状、将来⾒通しおよび課題
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１ 現状
（１）自然・社会的条件に関すること

第２章 現状、将来⾒通しおよび課題
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１ 現状
（３）施設等の状況に関すること

第２章 現状、将来⾒通しおよび課題

表９ 上水道事業の管路の状況

「令和元年度水道統計調査」から作成
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２ 将来⾒通し
（２）給水収益

第２章 現状、将来⾒通しおよび課題

※令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、水道基本料金の減免が行
われた市町があるため給水収益が減少している。
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２ 将来⾒通し
（３）更新費⽤

第２章 現状、将来⾒通しおよび課題
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３ 課題

（１）料⾦収⼊の減少

（２）更新費⽤の増加

（３）継続的な技術⼒の確保

（４）災害等の危機管理対応⼒の向上

第２章 現状、将来⾒通しおよび課題
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１ 広域化の主な類型
・管理の⼀体化（共同委託、共同購⼊）
・システムの共同化
・災害時等の応援協定
・施設の共同設置・共同利⽤等

２ 広域化シミュレ―ション
・広域化を実施した場合と実施しなかった場合につい
て、効果額を試算。

第３章 広域化の類型
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第４章 今後の広域化に係る推進方針等

将来にわたる持続可能な水道事業を実現していくため、地理的要因や各水道事業者の経営状況を考慮
し、市町と十分な協議を行ったうえで広域化の段階的な実現に取り組みます。

推進方針

共同委託や共同購入のイメージ

度
会
町

単独での
システム導入

共同化
システム

明
和
町

多
気
町

玉
城
町

南
伊
勢
町

大
紀
町

共同化での
システム導入

方向性

共同委託、共同購入、システムの共同化に
より、スケールメリットをいかした費用縮減が
可能か、市町とともに実施検討します。

・ 共同委託や共同購入（管理の一体化）、システムの共同
化の取組について、市町の担当職員によるワーキンググ
ループで実施検討します。

当面の取組

課題に対する方向性と当面の取組

（１）料金収入の減少

A市水道事業

メーター検針業務
水道メーターの購入

メーター検針業務
水道メーターの購入

B町水道事業

A市・B町でメーター検針業務の共同委託
A市・B町で水道メーターの共同購入

具体的な取組

料金システムの共同化
多気町、明和町、玉城町、
度会町、大紀町、南伊勢町
で料金システムの管理サー
バを共同設置することで、
システム導入コストやシス
テムランニングコストの削
減を進めています。
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第４章 今後の広域化に係る推進方針等

施設の共同設置・共同利用により、老朽化
施設等の更新費用や維持管理費用の縮減
ができないか市町とともに検討します。

・施設の共同設置・共同利用について、ワーキンググルー
プで必要な情報や課題の整理を行い、広域化シミュレー
ションで効果や実現性が明らかとなった取組について、
実現に向け取組を進めていきます。

研修や意見交換会などを通じて、市町間で
の技術交流の取組を推進することで、技術
力向上を図ります。

・市町職員のニーズに応じた研修を共同開催していきます。
・市町間での意見交換・情報共有を実施しています。

・災害時、三重県水道災害広域応援協定に基づき、迅速な
対応ができるよう情報伝達訓練を実施しています。

・応急給水、応急復旧に必要な備蓄資材の情報共有を実施
しています。

・災害関係研修を実施しています。

災害に関する共同研修や情報伝達訓練を通
じて、各市町間の連携や危機管理対応力の
強化を図ります。

（２）更新費用の増加

（３）継続的な技術力の確保

（４）災害等の危理管理対応力の向上

Y浄水場 Y地域
X浄水場

X地域

Z浄水場(A市・B町で共同設置）

X浄水場 X地域 Y浄水場 Y地域

A市水道事業 B町水道事業

廃止廃止

施設の共同設置のイメージ
A市水道事業 B町水道事業

Y浄水場 Y地域

X浄水場
X地域 Y浄水場 Y地域

廃止
X地域

施設の共同利用のイメージ

X浄水場
（A市・B町で

共同利用）

企業庁施設の利用
津市では、施設改良の費用と
ランニングコストの削減を見
込み、安濃地域、河芸地域の
浄水施設等を廃止し、企業庁
の水を利用する計画を進めて
います。

具体的な取組



14

第４章 今後の広域化に係る推進方針等

市町および県を構成員とする「三重県水道事業基盤強化協議会」で、
市町水道事業等の基盤強化につながる広域化について検討・協議を行
います 。また広域化の取組ごとに市町および県の担当職員でワーキ
ンググループを設置し、検討を行います。

協議体制

水道事業基盤強化協議会

ブロック会議 ブロック会議

… ワーキング
グループ

……

ワーキング
グループ

ワーキング
グループ

… ワーキング
グループ
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第４章 今後の広域化に係る推進方針等

R14

 各市町水道事業者 経営戦略等

 ⑵更新費用の増加による影響の緩和の取組
・施設の共同設置
・施設の共同利用

 ⑶継続的な技術力確保の取組
・研修の共同開催
・水道事業者間での情報共有

 ⑷危機管理対応力向上の取組
・災害時等の応援協定
・備蓄資材および確保水量の情報共有
・研修の共同開催

・管理の一体化
・システムの共同化

   R5  R9

 水道広域化推進プラン

 ⑴料金収入の減少による影響の緩和の取組

取組の実施

取組の実施

広域化の取組を反映し適宜改定

策定 改定

取組の実施

実施検討

取組の実施

広域化シミュレ 実施検討

実施検証

改定作業

合意
形成

取組へ

取
組
内
容
を
プ
ラ
ン
に
反
映

水
道
基
盤
強
化
計
画
の
策
定

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

ーションの実施

反映

実施検証 取組へ
反映

合意
形成

広
域
化
の
取
組
を
反
映
し
策
定
作
業
実
施

項目 年度

スケジュール


